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～発表の内容～



①モニターツアースケジュール概要

・参加日:2023年10月14日(土)
10月15日(日）

・参加者:玉川大学農学部環境農学科
学生6名、引率2名



☆1日目 昼食☆

BBQの様子 お世話になった皆さま



☆1日目 E-Bike 練習☆

練習の様子



☆1日目 サイクリング☆

体験したサイクリングの様子



☆1日目 道の駅たまかわ☆

加工所見学の様子

空心菜ソフトクリーム道の駅たまかわ



☆1日目 ホップ畑見学☆

ホップ畑見学の様子クラフトビール



☆1日目 宿舎 Yodge 到着☆

Yodgeの外観 内装



☆1日目 夕食☆

YodgeでのBBQの様子



☆2日目 昼食☆

Yodge での朝食の様子



☆2日目 さるなし収穫☆

さるなし畑

収穫したさるなし



☆2日目 昼食☆

Yodgeでの餅つきの様子



②モニターツアーでの経験を通して
☆サイクリングについて☆

＜イメージ＞
大変

疲れる
大人数で参加する

＜体験を通して＞
・自然のなかリラックスしながらアシストで楽に
・事前準備や練習、説明が丁寧で安全
・ガイドさんのお人柄、明るさで楽しく

＜提案ポイント＞
・服装がわからなかった
➡気候に合わせて事前に知ることができるようにホームページ等で提示してほしい
・サイクリング経験者には少しコースが簡単だった(反対に親子向けコースも）
➡サポーターを増やし、レベル別コースの開設
・サイクリングコースについて事前に知りたい
➡PRもかねて、動画やコースマップを提示してほしい
・コースの料金に道の駅での体験料や玉川村ならではのプレゼントがあると魅力的



☆道の駅たまかわについて☆

＜イメージ＞
少し高級で入りにくい

特産品
観光客が多い

＜体験を通して＞
・販売される加工品の製造工程を見ることが
できて面白かった
・従業員の方々の明るい雰囲気

＜提案ポイント＞
・奥まったところにあり、少しアクセスがわかりずらい
➡サイクリングツアーや他のツアーと合わせて多くの人が行き交う様に
・さるなし推し感をもっと
➡さるなしの商品を増やしたり、ポップを作製し多くの人に知ってもらえるように
・試食や飲食スペースなどを作り、ゆっくり玉川村の特産品を味わうことのできる
施設に



☆ホップについて☆

＜イメージ＞
ビール

知らない
見たことがない

＜体験を通して＞
・ホップ栽培の背景や玉川村における役割を知る
ことができて面白かった
・実物を見ることができ、目新しかった
・ビール製造の需要と供給を製造者の目線で
見ることができた

＜提案ポイント＞
・実際に見学の中でビールを飲みたい
➡クラフトビールツアーやお酒ツアー
・ツアーではホップの料理の説明があった
➡パンフレットを作成し写真や販売の情報を掲載する、試食も
・他のビール製造ツアーとの違いを出すために「ホップの摘み取り体験」を
季節限定で開催



☆YodgeでのBBQについて☆

＜イメージ＞
豪華

値段が高い
食材ラインナップ

＜体験を通して＞
・食材のラインナップが良く、とてもおいしかった
・飲み物にクラフトビールがあり体験すること
ができとても良かった
・BBQスペースがとてもきれいで落ち着いた
雰囲気だった、音楽も良かった

＜提案ポイント＞
・BBQコースにバラエティーがあると面白い
➡お酒コースや食事コース等
・飲み物を頼む方法が少し大変だった
➡タブレット方式を導入できないか
・ここでしか食べられないオリジナルメニューがあるとさらに魅力的
➡さるなしのデザートや石川ハチミツ牛



☆さるなしについて☆

＜イメージ＞
収穫、料金高そう

聞いたことはあっても
味がわからない

＜体験を通して＞
・収穫が手ででき、特別な装備も必要ないため
とても簡単
・採れたてを食べることができ甘くて
美味しかった
・Yodgeからのアクセスがとても良い

＜提案ポイント＞
・大人には木丈が少し低い
➡高いエリア、低いエリアを作ることはできないか
・Yodgeにさるなし、収穫体験に関するパンフレットを置く
・さるなしを広めたい
➡農法の確立に力を入れたり、ふるさと納税の返礼品にしたり、SNSを通して知名
度向上を目指し注目を浴びられるように



③玉川村の地域振興のためのアンケートの結果

＜福島県のイメージ＞
・食材が美味しい(21)
・レジャー施設が多い(8)
・あまり関わりがなく魅力を感じられない(7)



<玉川村の認知度＞
・6割程度の学生が玉川村について知っている

・しかし、人口衰退といった現状を理解出来ているのは2割程度



～サイクリングについて～

・3000円程度なら体験したい
（コース内容による）
・観光的収益や維持費を含む



～BBQについて～

・含まれる食材にもよるけれど4000円以内ならとても魅力的

・飲み物が含まれていてほしい

・玉川村でしか食べることのできない食材を食べたい



～さるなし収穫体験について～

・過去の経験の相場を踏まえ、
3000円以内なら体験したい

・採って直ぐに食べられる、
持ち帰りができる

・ブランド品、地域の特産となると
価値が上がる



④アンケートによる発信を通し考えること
・現在も原子力発電所について懸念する声が一定数ある
➡正しい知識、情報をホームページ等で発信

・玉川村について知る機会が1年を通じてもっと欲しい
➡学園祭のみではなく、講義やメール、学内掲示、SNSでの投稿を行う

・学生割引や招待割引があれば多くの学生、若者が訪れやすい
➡さらに訪問や施設の利用をSNSに投稿し、拡散することでプレゼント贈呈

・アンケートの対象が農学部の学生に限られていた
➡今後は他学部にも広げていきたい
➡学部、大学のSNSアカウントを通して発信する



⑤終わりに

東京都板橋区のショッピングモール

～ご清聴
ありがとうございました～


